
NO. 質問 回答

1

仕様書３．（１）希少野生生物の流通規制に関する課題の抽出等 に

ついて

・有識者 15 名程度で合計 50 回のヒアリングは、有識者一人当たり

3 回実施することを想定していますでしょうか。

抽出された課題の量や質によるため、１人当たり何回ヒアリングを

実施するかは現時点では想定できておりません。なお、ヒアリング

を合理的かつ効率的に実施するため、集合型の同時ヒアリングの可

能性もあると考えていますので、その点についても具体的に提案く

ださいますと幸いです。

2

仕様書３．（２）ハ 情報収集、会議の議事提案及び流通管理に関す

る資料作成 について

・ 「議事案」とは議事・議案を指し、会議資料は「議事案」には含

まれないという理解でよろしいでしょうか。

はい。会議資料を作成する前に、時間の余裕を持って、会議の議事

等を調整するため「議事案」を作っていただきます。

3

仕様書３．（１）及び 仕様書３．（２）ハ について

・仕様書３．（１）及び 仕様書３．（２）ハ におけるヒアリング対

象有識者、評価会議、あり方検討会の委員は、それぞれ重複する場合

があってよろしいでしょうか。

議論すべきテーマの量や質を踏まえ、有識者等が重複するようであ

れば全く問題ありません。

4

提案書について

・例えば、２．２ 仕様書３（２）の業務内容で「保全」「流通」を

複数の事項として捉え、提案書合計数が 2 枚となっても良いという

理解でよろしいでしょうか。

「保全」「流通」それぞれでA4１枚ずつ（計２枚）で構いません。

　　質問回答


